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各
部
落
の
お
も
て
な
し
で

　
　
記
憶
に
残
る
国
体
に

　
試
合
が
終
わ
り

、
泉
地
区
を

後
に
す
る
頃
に
は

、
選
手
も
地

域
の
人
も
名
残
惜
し
そ
う
な
様

子
で

、
中
に
は
涙
を
流
す
選
手

の
姿
も
あ
り
ま
し
た

。

　
そ
ん
な
中

、
一
緒
に
写
真
に

収
ま

っ
た
り

、
寄
せ
書
き
を
手

渡
す
な
ど

、
短
期
間
の
ふ
れ
あ

い
で
は
あ

っ
た
け
れ
ど

、
家
族

の
一
員
の
様
に
お
互
い
を
思
い

や
る
姿
が
印
象
的
で
し
た

。

　
地
域
の
皆
さ
ん

、
そ
し
て
選

手
や
役
員
の
皆
さ
ん

、
長
期
間

に
わ
た
り
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た

。

えひめ国体無事終わる
　
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
九

日
ま
で
県
内
各
地
で

「
え
ひ

め
国
体

」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た

。
　
鬼
北
町
で
は

、
少
年
女
子

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
の
試
合
が
行

わ

れ

ま

し

た

。
そ

れ

に

伴

い

、
泉
地
区
で
は
全
て
の
部

落
で
民
泊
協
力
会
を
立
ち
上

げ

、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら

し
た
お
も
て
な
し
で
選
手
な

ど
を
迎
え
入
れ
ま
し
た

。

　
今
回
の
館
報
で
は

、
そ
の

様
子
を
中
心
に
ま
と
め
て
み

ま
し
た

。

　
各

協

力

会

で

は

約

三

年

に

渡

っ
て
話
し
合
い
や
準
備
を
重

ね

、
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
ま

し
た

。

　
調
理
班
は

、
選
手
の
朝
食
や

夕
食
の
調
理
実
習
を
重
ね
て

、

味
付
け
や
分
量
を
確
認
し
て
い

き

、
美
化
班
は

、
除
草
や
ゴ
ミ

の
処
理
な
ど
を
行
い
ま
し
た

。

他
に
も

、
宿
泊
場
所
と
な
る
家

庭
の
改
修
や

、
拠
点
施
設
の
清

出目えがお民泊協力会の看板

出目一区民泊協力会の看板

掃

と

補

修

も

随

時

行

い

ま

し

た

。
　
開
催
が
間
近
に
迫
る
九
月
中

旬
か
ら
は

、
拠
点
施
設
周
辺
や

幹
線
道
路
を
中
心
に

、
看
板
や

の

ぼ

り

を

設

置

す

る

と

と

も

に

、
プ
ラ
ン
タ
ー

の
花
で
歓
迎

ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た

。
　
そ
う
し
て
迎
え
た
民
泊
初
日

に
は

、
選
手
ら
を
出
迎
え
る
地

域
の
人
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た

。
は
じ
め
は
慣
れ
な
い

土
地
で
緊
張
し
た
様
子
の
選
手

た
ち
も

、
歓
迎
す
る
人
々
に
次

第
に
な
じ
ん
で
い
き
ま
し
た

。
　　　興野々民泊協力会の看板

発  行  者 

泉 公 民 館 

編集 木口 譲 

℡４７－０３５３ 

民泊協力会名 都道府県名
出目一区 神奈川県
出目えがお 福岡県
興野々 福島県
岩谷 東京都
上川 福井県

小西野々 埼玉県
小倉 兵庫県

泉地区民泊協力会一覧



　
　
小
倉
完
全
優
勝
！

　
　
　
　
部
落
対
抗
球
技
大
会

　
　
　
　
　
（
十
一
月
五
日
）

　
抜
け
る
よ
う
な
青
空
で

、
絶
好

の
球
技
大
会
日
和
に
な

っ
た
こ
の

日

、
例

年

ど

お

り

ソ

フ

ト

ボ
ー

ル

、
レ
ク
バ
レ
ー

、
ク
ロ

ッ
ケ
ー

の
三
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
開
会
式
で
は

、
昨
年
優
勝
の
小

倉
チ
ー

ム
か
ら

、
長
野
裕
樹
さ
ん

と
芝
文
音
さ
ん
に
よ
る
力
強
い
選

手
宣
誓
が
あ
り

、
競
技
に
入
り
ま

し
た

。

　
試
合
の
方
も
熱
戦
が
続
き

、

参
加
者
も
一
喜
一
憂
し
て
い
ま

し
た

。

　
結
果
は

、
全
て
の
種
目
で
小

倉
チ
ー

ム
が
一
位
と
い
う
完
全

優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た

。

　
詳
し
い
結
果
と
優
秀
選
手
・

敢

闘

選

手

は

表

の

と

お

り

で

す

。

　
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た

。
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小西野々民泊協力会の看板

上川民泊協力会の看板

国
体
を
通
じ
て
地
域
が
一
つ
に

　
　
　
　
一
期
一
会
の
こ
こ
ろ
で

岩谷民泊協力会の看板

小倉民泊協力会の看板

ソフトボール レクバレー クロッケー

優勝 小倉 小倉 小倉

準優勝 興野々 出目1区 出目1区

第3位 出目1区 興野々 上川

第4位 出目2区 上川 興野々

第5位 岩谷 小西野々 出目2区

第6位 小西野々 出目2区 岩谷

第7位 上川 岩谷 小西野々

ソフトボールは優勝・準優勝のみ。
上川はソフトボールは辞退。

＜成　績＞

ソフトボール レクバレー クロッケー

出目1区 毛利　悠平 大滝　ゆり 髙田　莉玖

出目2区 二宮　賢三 二宮　八重子 小川　心音

興野々 清家　一期 渡邉　千鳥 井上　加一

岩谷 大上　一則 上甲　和佳 松田　颯臥

上川 - 谷口　奈緒 二宮　未来

小西野々 竹場　蓮 杉本　典子 東　奏天

小倉 金子　健三 芝　文音 芝　千夏

敬称略。太字は優秀選手賞。

＜優秀選手・敢闘選手＞



世界一美味しい煮卵の作り方 はらぺこグリズリー
一人でご飯を食べる時間を最高に楽しくて
美味しい時間にするための本です。
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題名 著者 内容

十津川警部
予土（ﾛｰｶﾙ）線に殺意が走る

西村　京太郎
ご存知十津川警部シリーズ最新作の舞台
は、何と予土線！果たして犯人は？

マスカレード・ナイト 東野　圭吾
マスカレードシリーズ最新作。仮面の奥に
隠された真実を見破れるのか。

風と共にゆとりぬ 朝井　リョウ
人気作家のエッセイとコラムと、そして療
養記の豪華三本立てです。

虹色のチョーク 小松　成美
社員の7割が知的障がい者のﾁｮｰｸ工場、業
界ﾄｯﾌﾟｼｪｱを成し遂げたその理由とは。

にちようびは名探偵 杉山　亮
ミルキーシリーズ最新刊。怪盗ムッシュが
狙うのは、ツタンカーメンのよだれ！

あるかしら書店 ヨシタケシンスケ
町のはずれの「あるかしら書店」には、今
日もいろんなお客さんがやってきます。

せつない動物図鑑 ブルック・バーカー
シマウマは一人で寝られないなど、動物に
まつわるせつない話をまとめました。

ざんねんないきもの事典
続ざんねんないきもの事典

今泉　忠明　監修
こちらはカバのお肌は超弱いなど、少々残
念な動物の特徴をまとめた本です。

琥珀の夢（上・下） 伊集院　静
サントリー創業者の鳥井信治郎の生涯を描
いた本です。

津軽双花 葉室　麟
関ヶ原の戦いから13年後、家康の姪と三
成の娘は相まみえることになる。

1年中楽しめる
はじめての切り紙

たけうちちひろ　他
動物や花など、折り紙を切りぬいて作る
「切り紙」の見本集です。



ふ
れ
あ
い
農
園
事
業
稲
刈
り

（
十
月
十
一
日
、
十
七
日
、
二
十
日
）
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★
今
後
の
予
定
★

〈
十
二
月

〉

一
日
　
遺
跡
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
反
省
会

七
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
と

　
　
児
童
の
交
流
事
業

八
日
　
公
民
館
運
営

　
　
　
　
　
　
審
議
会

十
四
日
　
ふ
れ
あ
い

　
体
験
ク
リ
ス
マ
ス
会

二
十
五
日
　
し
め
飾
り

　
　
　
　
づ
く
り
教
室

二
十
八
日
　
仕
事
納
め

〈
一
月

〉

四
日
　
　
　
仕
事
始
め

五
日
　
た
か
の
す
学
級

　
　
　
　
切
り
絵
教
室

二
十
日
　
男
の

　
　
　
　
　
料
理
教
室

二
十
八
日

　
　
　
　
消
防
出
初
式

編 集 後 記

　えひめ国体も無事終了しま
した。今回の館報は記念に各
部落の看板などを特集しまし
た。疲れを上手に解消して年
末年始に備えましょう。
（K）

　
今
年
度
の
稲
刈
り
は

、
天

候
の
影
響
を
受
け
て

、
ま
ず

十
月
十
一
日
に
も
ち
米
の
刈

り
取
り

、
十
七
日
に
稲
木
作

り
と
古
代
米
の
一
部
刈
り
取

り

、
二
十
日
に
残
り
の
古
代

米
の
刈
り
取
り
を
行
い
ま
し

た

。

　
例
年
な
ら

、
泉
小
児
童
や

小
倉
保
育
所
園
児
も
参
加
す

る
の
で
す
が

、
今
回
は
日
程

や
天
候
の
関
係
で

、
老
人
ク

ラ
ブ
と
地
元
有
志
の
み
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た

。

稲刈りの様子

　
芸
能
の
部
で
は

、
お
な
じ

み
日
本
舞
踊
や

「
ハ
ー

ト
フ

ル
ア
ラ
還

」
に
よ
る
合
唱
に

加
え
て

、
今
回
新
た
に

、
国

遠
の

「
鬼
北
プ
ル
メ
リ
ア

」

と
い
う
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
フ

ラ
ダ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た

。

「
瀬
戸
の
花
嫁

」
な
ど
の
曲

に
合
わ
せ
て

、
優
雅
な
踊
り

で
雰
囲
気
作
り
を
し
て
い
ま

し
た

。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん

、
参
加
者
の
皆
さ
ん

、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

　
今
年
度
の
敬
老
行
事
は

、

泉
地
区
対
象
者
数
五
百
二
十

人
の
う
ち
百
二
十
八
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た

。

　
百
寿
二
人

、
米
寿
二
十
人

の
表
彰
に
続
き

、
町
長
祝
辞

や
万
歳
三
唱
を
行
い

、
泉
小

学
校
児
童
代
表
二
人
の
作
文

朗
読
の
後

、
小
倉
保
育
所
園

児
に
よ
る
敬
老
を
祝

っ
た
踊

り
が
あ
り
ま
し
た

。

祝敬老万歳！

鬼北プルメリアの皆さん

☆
泉
自
治
会
へ

　
松
本
　
則
雄
　
様

（
小
松

）

　
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た

。

泉
地
区
敬
老
行
事

（
九
月
十
四
日
）

　
こ
れ
ら
の
米
は
十
一
月
十

四
日

（
火

）
に
行
う
脱
穀
作

業
を
経
て

、
十
一
月
二
十
六

日

（
日

）
の
遺
跡
ま
つ
り

で

、
バ
ザ
ー

の
お
に
ぎ
り
や

も
ち
ま
き
に
使
わ
れ
ま
す

。

　
例
年
よ
り
お
手
数
を
お
か

け
し
ま
し
た
が

、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん

、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

☆
泉
公
民
館
へ

　
伊
勢
本
　
周
三
　
様

　
　
D
V
D
一
式

ご 

寄 

附 

御 

礼 


